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五
霞
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン（
後
期
）を

策
定
し
ま
し
た

　
町
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る「
五
霞
町
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン（
後
期
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

平成 28年度町民意識調査から

家庭の中では

職場の中では

教育の中では

地域社会の中では

しきたりや習慣では

家事、育児及び介護との
両立が難しい

家族の理解及び協力が
得られない

職場に結婚又は出産時には
退職するという習慣がある

育児休業制度、介護休業制度など
企業（職場）の労働条件が

整っていない

昇給・昇格に男女差がある

補助的な仕事しか与えれない
など仕事内容に魅力がない

長く勤めていると、同僚、上司
などから圧力がかかる

障害となっていることはない

その他

■ 平等　■ 男性が優遇　■ 女性が優遇　■ どちらともいえない
男女平等意識について
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計
画
策
定
の
趣
旨

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
少
子

高
齢
化
の
一
層
の
進
展
、
情
報
通
信
の
高
度

化
、
家
庭
形
態
の
多
様
化
な
ど
、
絶
え
間
な

く
変
化
し
、
町
民
の
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
性
の
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
、
女
性
の
職
場
へ
の
更
な
る
進

出
な
ど
、
男
女
が
共
に
参
画
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
町
で
は
、

自
然
環
境
の
中
で
豊
か
さ
と
文
化
を
育
み
、

地
域
の
特
性
を
生
か
す
た
め
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
推
進
で
き
る
施
策
の
基
本
的
方

向
性
を
示
す
指
針
と
し
て
「
五
霞
町 

男
女
共

同
参
画
推
進
プ
ラ
ン（
後
期
）」を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
の
性
格

　

本
計
画
は
、
基
法
第
14
条
第
3
項
に
基
づ

き
、
町
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
進
め
て
い
く

た
め
の
基
本
的
な
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
成
立
し
た
「
女
性
活

躍
推
進
法
」（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）
及
び
そ
の
基
本

方
針
を
勘
案
し
、
職
業
生
活
に
お
け
る
多
様

な
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
本
計
画
の
一
部
を
「
女
性
活
躍
推
進

法
」
第
6
条
第
２
項
に
基
づ
く
市
町
村
推
進

計
画
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

計
画
の
目
標

基
本
目
標
Ⅰ

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

・
家
庭
、
地
域
、
働
く
場
、
教
育
の
場
、
国
際

社
会
で
の
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅱ

い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
の
環
境
づ
く
り

・
家
庭
、
地
域
、
働
く
場
、
教
育
の
場
の
環
境

整
備
や
活
動
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅲ

お
互
い
に
支
え
合
う
た
め
の
土
台
づ
く
り

・
全
て
の
人
が
健
や
か
な
心
と
体
を
保
ち
、

安
ら
か
に
暮
せ
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
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